
〜森林サービス産業分野での⼭村活性化⽀援交付⾦活⽤事例〜
森林を活⽤した癒やし産業の創出（群⾺県川場村）

事業実施主体

地域の特徴

かわば森と未来協議会

(構成員）
川場村、川場村観光協会、⺠間企業、
地域住⺠団体

実施内容（当初計画）

令和４年度〜令和６年度

＜ポイント＞
森林を活⽤した癒やし産業の創出を⽬的として、森林の現況調査から⼈材の発掘、多様な体験プログラムの
開発等を実施。

１年⽬
・対象森林の⽣態系調査の実施
・地域住⺠やボランティア等による研修会実施
・体験プログラムに関する⼈材の発掘 等

２年⽬
・森林（⾥⼭）空間利⽤プランの作成
・体験プログラムの開発、モニターツアーの開催
・広報に関わる⼈材の開拓等
・森林資源活⽤による商品開発

３年⽬
・様々なニーズに合わせた体験プログラムの開発
・都市と地域の交流を促進するためのイベント開催
・PV等による情報発信の実施等
・森林資源活⽤による商品開発及び販売

事業実施期間（予定）

商品開発の打合せ
⾥⼭は古くから村⺠の暮らし
に深く関わり、⼤切な役割を
果たしてきた。古道を中⼼と
した林道や遊歩道が整備さ
れており、折々の野草や花を
⾝近に観察できる。

森林での調査の実施



〜森林サービス産業分野での⼭村活性化⽀援交付⾦活⽤事例〜
森林空間を活⽤した体験プログラムの開発と展開 （群⾺県藤岡市）

事業実施主体

地域の特徴

藤岡三波川森林空間サービス協議会

(構成員）
藤岡市、森林組合、温泉組合、
観光協会、前橋⼯科⼤学、NPO法⼈
等

実施内容（当初計画）

令和５年度〜令和７年度

＜ポイント＞
森林空間を活⽤した商品販売及び観光誘客による所得向上及び活性化を⽬的として、
森林体験プログラムの開発、森林セラピーロード認証及びセラピーガイドの養成等を実施。

１年⽬
・トレイルランイベントの開催（２年⽬以降も実施）
・体験プログラムの開発、モニターツアーの実施
・セラピーガイドの養成（２年⽬以降も実施）
・トレイル廃材を活かしたパネル材のPR
・効果的な情報発信の検討 等

２年⽬
・森林セラピーロード認証調査
・体験プログラムのPR、モニターツアーの改良
・効果的な情報発信の検討と実施 等

３年⽬
・体験プログラムやセラピーガイドツアーの催⾏
・PR動画の発信
・トレイル廃材を活かしたパネル材の市場調査 等

事業実施期間（予定）

トレイルランイベント

森林セラピーロード認証
に向けた取組

四季にあわせて様々な花が
咲き、園内をハイキングしな
がら楽しむことができる「桜⼭
公園」、太古の海⽔が閉じ
込められてできた岩塩層から
湧き出る｢⼋塩温泉郷｣、巨
岩・奇岩が並び国の名勝等
に指定されている｢三波⽯
峡｣等の観光スポットが存在。


